
川崎市トライアスロン協会(KTA) 

２０２４年度総会議案書 

日時 2024年4月21日(日) 15:30～17:00

場所 川崎市産業振興会館 第６会議室 

1． 開会挨拶

2． 議長団選出 

3． 議事 

第1号議案 2023年度活動報告 

第2号議案 2023年度決算報告 

第3号議案 2024年度活動計画（案） 

第4号議案 2024年度収支予算（案） 

4． 会長挨拶 

5． 閉会の辞 
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第1号議案 

2023年度活動報告 

2023年度は、「KTA活動へのニーズを捉え、参加者を増やす」ことを指針として活動した。 

練習会5回およびみなと祭りでのアクアスロンチャレンジを開催した。 

リピート参加者は増えたが、全体の参加人数は増やせなかった。スタッフはみなと祭りイベントで県連合を通じ

て募集し、新たなメンバーが参加したが、KTA会員からの参加は少なかった 

1. 県連合主管／主催大会への協力 

開催された大会では、理事が運営スタッフとして参画 

2023年度大会（大会名は略して表記） 
1) WTCS横浜（2023年5月13日、14日）→ 三井、松村 

2) NISSANCUP＆関東ブロック選手権（2023年6月11日）→ 松村TL、三井 

3) 大磯ファミリートライアスロン（2023年6月25日）→ 三井HR、松村 

4) 横浜八景島トライアスロンフェスティバル（2023年9月24日）→ 三井 

5) 川崎港トライスロンin東扇島（2023年10月1日）→ 三井、丹、和泉、萩原、松村 

6) デュアスロンチャレンジin日産スタジアム（2023年12月18日）→ 三井

7) カーフマンシグネーチャーデュアスロンin東扇島（2024年2月18日）→ 三井、松村 

2. アクアスロンチャレンジin川崎みなと祭り（2023年10月8日）→ KTA主催 

昨年とは異なる試み 

・川崎の海を前面に押し出し、練習会はスイムに特化 

・申込にイーモシコムを活用 

・昨年より距離が長いカテゴリ、および練習会のみのカテゴリを設定 

成果と課題 

・目標の30名には届かなかったが昨年より多い15名の申込があった。 

（東京、千葉、埼玉からも参加者あり） 

・練習会＋実践の形式は、初心者、未経験者層へのニーズがあると感じた。 

・参加者の笑顔が多く見られ、手応えを感じた。 

・計測ミスや準備上の不手際があり、イベントの質的な向上が求められた。 

3. 理事会 

4月、6月、7月、9月、12月、3月にオンラインで実施。日程調整が難しかった。 

4. 各委員会の活動 

定例化した活動への参加者を増やすための策を講じる。

1) 普及委員会

・川崎大師祈祷殿駐車場でのバイク系練習会を3回開催(5/28,9/17,12/10)

・等々力陸上競技場でのラン練習会を2回開催(7/23,2/25)

・(株)ビタミンiファクトリーのこども自転車教室を川崎大師にて共催(5/20)

・川崎大師祈祷殿駐車場でのKnTU主催春季キッズ・ジュニアキャンプへ協力

・田中文也氏に5回講師を依頼、参加者からも認知されてきた

2) 広報委員会

・HPおよびfecebookにで練習会の告知およびレポートを発信 → 認知度は高まっている

・Lumina、タウンニュースへの定期的な掲載
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・告知はHP、SNSの他、Lumina、タウンニュースで実施。近隣団体にも情報共有した

→ 参加者が10名に満たないことが多く、集客は引続き課題

→ リピーターが増えて、認知度は上がって来ている。川崎市外からの参加者が増えた

一方でKTA会員の掘り起こしが必要。

3) 技術委員会

委員会としての活動は行えず、大会へのTO参画時の声掛けに止まった

→ KTA会員のTOをKTA活動へ取り込めなかった。

4) 総務委員会

通常業務のみに止まり、新しい理事候補の目途を立てられていない。

以上 
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第２号議案 

2023年度決算報告 
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監査報告書

川崎市トライアスロン協会の2 0 2 3年度収支計算書及び現預金元

帳、 支払い証拠書類、 預貯金通帳について監査した結果、 適正かつ

正確であることを認めます。

No. 科 目 預 け 先（店名） 3月31日現在残高

1 現 金 0円

2 普通預金 川崎信用金庫 武蔵中原支店 75,601円

3 普通預金

4 普通預金

5 定期預金
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合 計 75,601円

特 記

以上が川崎市トライアスロン協会として管理している現預金の全てである
2 0 2 4年 4月／ん日に監事臼井博 一 郎において監査いたしました

川崎市トライアスロン協会

監事←』牙博—賛⑰
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第3号議案 

2024年度活動計画（案） 

2024年度は、「定着から発展へ、新しいKTA活動の道筋をつくる」ことを指針とする。 

1. 県連合主管／主催大会への協力 

予定されている下記大会についてTO等で参画し運営に協力する。 

2024年度計画（大会名は略して表記） 

1) WTCS横浜（2024年5月11日、12日） 

2) NISSANCUP＆関東ブロック選手権（2024年6月9日） 

3) 大磯ファミリートライアスロン（2024年6月30日） 

4) 横浜八景島トライアスロンフェスティバル（2024年9月29日） 

5) 川崎港トライスロンin東扇島（2024年10月6日） 

6) デュアスロンチャレンジin日産スタジアム（2024年11月24日）

7) カーフマンシグネーチャーデュアスロンin東扇島（2024年2月） 

2. アクアスロンチャレンジin川崎みなと祭り（2024年10月13日予定）→ KTA主催 

市制100周年にふさわしいイベントを目指す → 質的な向上と賑わい 

参加者目標は30名 

3. 理事会 

2023年度同様、偶数月に開催する（年6回） 

日曜夜のオンライン開催を原則とする 

4. 各委員会の活動 

KTA会員の委員会活動参加を促進し、スタッフサイドの認知を高める

1) 普及委員会

・定期練習会の開催（参加者目標は毎回10名）

・大師駐車場でのバイク練習、等々力競技場でのラン練習を主として年 8回＋α

・スイム練習会の開催検討 → 橘高校、横浜国際プール

・年間スケジュールの早期公開

・技術委員会との連携により、ルール面を講習に取り入れていく

・多方面からの講師登用の検討

2) 広報委員会

・年間スケジュールの早期公開と正式決定後の更新

・facebookを交流の場として活用する

3) 技術委員会

・川崎市在住TOのKTA活動への参加を促進する

→ 県連合技術委員会へKTA会員TOリストを依頼する

・練習会を通じて参加者およびTOへのルール教育を行う

4) 総務委員会

・次期改選に向けて新任理事の目途を立てる取り組み

以上 
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第4号議案 

2024年度予算（案） 
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